
部活動地域展開
関係者説明会資料

令和８年５月２４日（日）

佐倉市 教育委員会 指導課
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1.なぜ部活動地域展開を進めるのか？
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1.なぜ部活動地域展開を進めるのか？
～これまでの部活動の形～

自分の通う学校が活動場所 学校の先生が顧問として指導 学校にある部活から選んで参加

テニスをやってみたかったけど、
学校に部活がないから他の部活
で我慢するか、、、

【課題１ 少子化】
 急速にこどもの数が減っています
 これにより部活動の種類が減少し

ています
 やりたい種目を諦めるケースが増

えています

【課題２ 教職員の多忙化】
 少子化に伴い、学校の先生の数も

減っています
 一方で先生に任される仕事の量は

増えています
 結果的に１人の先生にかかる負担

が増大しています

もっと上達したいか
ら、専門的な人に教
えてもらいたい！

生徒の要望には応えた
いけど、やったことの
ない競技だし、限界が
あるよ、、、

【課題３ 指導の専門性】
 先生の中には、競技経験のない種

目を任されることがあります
 大きなプレッシャーの中、先生方

も一生懸命教えてくれますが、競
技経験のある人にはどうしてもか
ないません
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出典：令和７年度都道府県・指定都市教育委員会管理・指導事務主管部課長会議資料及び学校の働き方改革を踏まえた部活動改革（文部科学省 R2.9）



1.なぜ部活動地域展開を進めるのか？
～佐倉市の現状（児童生徒数・教職員の在校等時間）～
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佐倉市におけるこれからの学校のあり方に係る基本方針データを一部編集
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1.なぜ部活動地域展開を進めるのか？
～佐倉市の現状（教職員へのアンケート）～
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休日の活動や大会等の引率業務

専門的知識、指導技術不足

教材研究等の時間が少なくなる…

帰宅時間が遅くなること

家族との時間が少なくなること

部費など活動経費等の管理

自己負担がかかること

部活動顧問で負担を感じること

従事したい, 7.5%

勤務条件によって検討

したい, 23.3%

今の段階では分からな

い, 25.1%

従事したくない, 

44.1%

地域クラブ指導者への従事意向
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令和６年度・7年度佐倉市実施アンケート結果から



1.なぜ部活動地域展開を進めるのか？
～学校部活動から地域クラブへ転換の必要性～

これまで学校内の人的・物的資源によって運営されてきた活動を広く地域に開き、地域全体で支えていく

自分の通う学校が活動場所 学校の先生が顧問として指導 学校にある部活から選んで参加

学校以外の活動場所
例）企業や大学のグラウンドや体育館 競技を教えたい、楽しさを伝えたい方 学校にはないクラブやサークル

活動場所 人材 競技
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2.佐倉市における取組みの方向性
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2.佐倉市における取組の方向性

①近隣の学校との合併

• 人数を確保し、充実した練習ができる環境をつくる

• 自分の学校にはない種目を選択できる環境をつくる

②地域人材の活用

• 専門的な指導を受けられる環境をつくる

• 教職員が土日の指導をする・しないを選択できる環境をつくる
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2.佐倉市における取組の方向性
～みんなの“やりたい”を叶える休日地域クラブSAKURA～

学校にはない種目にチャレンジしたい！

→「地区」の中から活動を選べるので“やりたい
活動”に参加できます
→平日に加入している部活動と土日のクラブで
別々の種目にチャレンジすることもできます

休日は部活動に行かず、友達と
遊んだり家族と過ごしたい

→休日地域クラブへの参加は任

意です。あなたの“やりたいこと”
に休日の時間を使えます。

休日はプライベートなことに
時間を使いたい、、、

→休日地域クラブの指導者

は、地域の人材を活用する
ため、先生方の参加も任意
です。先生の“過ごしたい”
休日を叶えます。

競技経験のある種目を教えたい！

→指導者登録をすることで、先生の“教え
たい”を叶えます。

こども達と活動の楽しさを共有した
い！教えたい！

→指導者登録をすることで、意欲ある
地域の方々の“教えたい”を叶えます。

もっと上手くなりたい！大会で勝ち上がり
たい！！

→やる気と専門性を持った指導者から指導

を配置する事で、あなたの“上達したい”を
支援します 生徒

教職員 地域の方々

みんなの“やりたい”を叶える
休日地域クラブSAKURA
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2.佐倉市における取組の方向性
～休日地域クラブSAKURAの進め方～

運動部活の

休日クラブ化

文化系部活の

休日クラブ化

全種目クラブ

での大会参加

平日練習を

含めた全て

の活動のク

ラブ化
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今年８月からスタート

今年８月から実証事業スタート
各部に指導員を１名ずつ配置予定
※実証事業のため保護者負担はありません



2.佐倉市における取組の方向性
～休日地域クラブSAKURA活動エリア図～

西志津中

臼井中 

臼井南中

佐倉中 

佐倉東中

南部中

根郷中

臼井西中
井野中

志津中

上志津中

臼井地区クラブ

佐倉地区クラブ

根郷南部地区クラブ

志津南地区クラブ

井野中、志津中は当面の間
原則単独編成とする予定
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2.佐倉市における取組の方向性
～地区別立上げ予定のクラブ一覧～

男子 女子 男子 女子 男子 女子

佐倉中

佐倉東中

根郷中

南部中

臼井中

臼井西中

臼井南中

西志津中

上志津中

志津地区 志津中 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
単独8

合同4

井野地区 井野中 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
単独8

合同4

1 5 6 6 3 6 4 1 2 6 6 2 6 5 6

※地区ごと合計欄には、市内で１チーム立上げ予定の柔道、水泳はカウントしていない

※上記のほか、学校部活動にはないダンスクラブについても設立を検討
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合計

地区名 学校名 地区ごと合計※

10

9

12

○ ○ ○

○

市内で

１チーム

○

市内で

１チーム

○

○ ○ ○ ○ － ○

○ ○○ ○

○

－ ○ ○○○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○

○ ○ － ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ － ○ － －

－ ○ ○ － ○○ ○ ○ － ○ ○

バスケット バレー ソフトテニス
バドミントン野球 サッカー ソフトボール 陸上 卓球 水泳剣道

佐倉地区

根郷南部地区

臼井地区

志津南地区

柔道

○

○
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2.佐倉市における取組の方向性
～休日地域クラブSAKURA運用ルール～

【原則】

生徒数の多い志津中、井野中を除いて、原則活動エリア図内の学
校で１つのクラブを編成する。

【例外】

① 志津中・井野中においても、人数の少ない種目や、１校にし
かない種目は、2校で１つのクラブを編成する。

② 活動エリア図内の学校が合併することで、人数が多くなりす
ぎる種目については、別々のクラブ編成とすることもある。
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2.佐倉市における取組の方向性
～８月以降の主な変更点～

①チームのメンバー構成

学校ごとではなく、原則近隣の学校との合同チームになります

②活動場所

自校または合併する相手校の施設になります（学校同士の調整により決定）

③指導者

競技経験と熱意のある地域人材になります（兼職兼業希望の教職員含む）

④受益者負担

地域クラブ活動を支えるため、受益者に事業費の一部をご負担いただきます

８
月
以
降
の
活
動
の
主
な
変
更
点
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2.佐倉市における取組の方向性
～８月からの活動イメージ～

 それぞれの学校から、その種目をやりたい生徒が集まって１つのチームを編成します
→自分の学校にはない種目も選択できるようになります

 他校の生徒と一緒に練習します
→人数が増えるので、充実した練習と新たな繋がりが生まれます

 競技経験と指導意欲のある人材を確保します
→競技の楽しさ、技術の向上等を実感できます

※ ハラスメント防止など、皆さんに教えるために必
 要な研修を実施します

佐倉中学校 佐倉東中学校

【指導者】

【生徒の皆さん】
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3.大会参加の基本的な考え方
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3.大会参加の基本的な考え方

地域クラブでの

参加が認められ

ている

地域クラブで出

場するための諸

条件をクリアで

きる

地域クラブでの

大会参加

部活動での参加

認められていない クリアできない

部活動での参加
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3.大会参加の基本的な考え方
～想定される諸条件～

大会ごと種目ごとに異なる参加規程

チーム登録・選手登録問題

指導者（監督）資格

制度が始まったばかりで諸条件
の見通しが難しい中、判断を見
誤ることによりこども達が「大
会に参加できない」といった事
が無いよう慎重に判断をしてい
く必要
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3.大会参加の基本的な考え方
～全種目クラブでの大会参加に向けて～

運動部活の

休日クラブ化

文化系部活の

休日クラブ化

全種目クラブ

での大会参加

平日練習を

含めた全て

の活動のク

ラブ化

※大会参加について
大会参加規程等、諸条件をクリアできた種目から地域クラブで出場していく
指導者資格を持った人材確保に力を入れ、早期に実現を目指す
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4.受益者負担について
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4.受益者負担について
～受益者負担の必要性～

（これまでの部活動）

学校部活動においては、人材、場所、

物資にかかる費用のほとんどが公費で

賄われてきました
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4.受益者負担について
～受益者負担の必要性～

佐倉市教育委員会

ノウハウを有する
民間事業者 等

各中学校

・市の枠組みの中で運営を依頼
・業務の管理監督

・活動場所の提供・調整
・平日部活動との連携

・指導者確保
・研修、管理監督
・謝金支払い

野球

指導者

参加生徒：興味のある活動を選んで参加
参加費（受益者負担）支払い

サッカー

バレー 陸上

ソフトテニスバスケ

A中学校

B中学校

佐倉市においては、練習
場所については引き続き
学校施設の使用をメイン
い考えているため、施設
使用料などはかからない
が、指導者への謝金や運
営にあたって必要な経費
を公費と参加者による負
担金で賄っていく必要が
あります。
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4.受益者負担について
～受益者負担の考え方～

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

経費の項目別内訳

１ 保護者負担額について 

本取組みを持続可能な取組みとしていくため、 

本市では「生徒が受けるサービスに直結する経費」を 

参加者にご負担いただくことを原則に保護者負担額を 

算定することとしました。 

①生徒に要する経費（保険等）    3,817 千円 

②指導者に要する経費（謝金）   51,691 千円 

③指導者研修費、保険、アプリ等   2,889 千円  

④活動用消耗品           1,478 千円 

⑤事務局経費           30,383 千円  

                 90,259 千円 
 

(ア) 生徒が受けるサービスに直結する経費 55,508 千円 

(イ) 参加目標人数 1,680 人（内、要保護準要保護人数 217 人は受益者負担無し） 

(ウ) １人あたり負担額（ア）÷（イ）＝37,941≒37,000 円 

(エ) 年間登録料：5,000 円 ＋ 月会費：4,000 円×8 か月と設定 

※要保護・準要保護の生徒 217 人×37,000 円＝8,029,000 円は公費負担とします 

 

① 

② 

③ 
④ 

⑤ 

（千円） 
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4.受益者負担について
～受益者負担の考え方～
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5.実証事業の成果について
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5.実証事業の成果について ～活動の様子～
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令和７年度 第3回佐倉市部活動地域指導事業検討会資料から転載



5.実証事業の成果について ～参加生徒アンケート～

27令和７年度 第3回佐倉市部活動地域指導事業検討会資料から転載



5.実証事業の成果について ～保護者アンケート～

28令和７年度 第3回佐倉市部活動地域指導事業検討会資料から転載



6. ８月からの地域展開開始に向けて
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6. ８月からの地域展開開始に向けて
～無料体験でぜひ地域展開をお試しください～

どんな練習
になる
の？？

分からないま
ま参加させる
のは不安。。。

無料体験期間を設けます！

８月の１か月間は登録するだけで参加できます

練習に参加してから入会を検討いただけます

迷っている方は、まずは来て、見て、参加してください

30


	スライド 1: 部活動地域展開 関係者説明会資料
	スライド 2
	スライド 3: 1.なぜ部活動地域展開を進めるのか？ 　～これまでの部活動の形～
	スライド 4: 1.なぜ部活動地域展開を進めるのか？ 　～佐倉市の現状（児童生徒数・教職員の在校等時間）～
	スライド 5: 1.なぜ部活動地域展開を進めるのか？ 　～佐倉市の現状（教職員へのアンケート）～
	スライド 6: 1.なぜ部活動地域展開を進めるのか？ 　～学校部活動から地域クラブへ転換の必要性～
	スライド 7
	スライド 8: 2.佐倉市における取組の方向性
	スライド 9: 2.佐倉市における取組の方向性 　～みんなの“やりたい”を叶える休日地域クラブSAKURA～
	スライド 10: 2.佐倉市における取組の方向性 　～休日地域クラブSAKURAの進め方～
	スライド 11: 2.佐倉市における取組の方向性 　～休日地域クラブSAKURA活動エリア図～
	スライド 12: 2.佐倉市における取組の方向性 　～地区別立上げ予定のクラブ一覧～
	スライド 13: 2.佐倉市における取組の方向性 　～休日地域クラブSAKURA運用ルール～
	スライド 14: 2.佐倉市における取組の方向性 　～８月以降の主な変更点～
	スライド 15: 2.佐倉市における取組の方向性 　～８月からの活動イメージ～
	スライド 16
	スライド 17: 3.大会参加の基本的な考え方
	スライド 18: 3.大会参加の基本的な考え方 ～想定される諸条件～
	スライド 19: 3.大会参加の基本的な考え方 ～全種目クラブでの大会参加に向けて～
	スライド 20
	スライド 21: 4.受益者負担について 　～受益者負担の必要性～
	スライド 22: 4.受益者負担について 　～受益者負担の必要性～
	スライド 23: 4.受益者負担について 　～受益者負担の考え方～
	スライド 24: 4.受益者負担について 　～受益者負担の考え方～
	スライド 25
	スライド 26: 5.実証事業の成果について　～活動の様子～
	スライド 27: 5.実証事業の成果について　～参加生徒アンケート～
	スライド 28: 5.実証事業の成果について　～保護者アンケート～
	スライド 29
	スライド 30: 6.　８月からの地域展開開始に向けて 　～無料体験でぜひ地域展開をお試しください～

